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 【チャイルドラインうえだ  茅野浩恵様】 

 チャイルドラインは18歳までのこども

たちの話を聴くために、39都道府県68団

体が交代で毎日16時から21時まで活動中

です。 

チャイルドラインうえだは、2006年から

電話受付を開始し、今年度で18年目になりま

す。 

 長野県には5つのチャイルドラインがあり、 

立ち上げから県の次世代サポート課との協働事

業として活動しており、教育委員会・各自治体

の協力も頂いております。 

 子どもたちがチャイルドラインを利用する方

法は3つあります。 

ひとつは、電話です。年間18万件の着信があり

ます。二つ目はチャットです。2022年度は13万

件の訪問件数がありました。三つ目は、「つぶ

やく」欄に書き込む方法です。これはチャイル

ドラインのＨＰ上の欄に24時間いつでも書き込

むことができ、2022年度の書き込み件数は2万件

にありました。 

子どもたちからの話の内容は、多岐にわたり

ます。私たちはどんな話しでもまず受け止める

ことから始めます。そして一緒に考え、気持ち

を整理し、解決するための一歩を踏み出せるよ

うに寄り添います。 

チャイルドラインには大きく二つの役目があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1つ目は今述べた通り、子どもたちの話を聴き

『心の居場所』として寄り添うことです。もう1

つは、子どもたちの現状を身近な大人の方たち

に知ってもらうための活動をすることです。 

 一つの例として、厚生労働省の「人口動態統

計」都道府県別20歳未満の自殺死亡比率グラフ

を見て頂くと、長野県が高い水準にあることが

分かります。 

また、全国の小中高生の自殺者数は2022年過去

最高の514人でした。2023年のデータは504人

で、その内13人の小学生が自らの命を絶ってい

ます。 

こういった現実に対して、私たち大人に何がで

きるのかと子どもたちに問うと、「話を聴いて

ほしい」「話を最後まで聴いて否定しない」と

の答えでした。子どもたちの思いに応えるため

にチャイルドラインは微力ながら地道な活動を

続けております。 

未来を担う子どもたちを社会全体で支える活

動には様々な活動があります。 

直接関わる参加の仕方もありますし、活動を支

える支援や広報という形もあります。 

今回貴ロータリークラブ様例会出席のご縁を頂

き感謝申し上げます。子どもたちの現状に関心

を寄せていただき、更なるご支援のほどよろし

くお願いいたします。 

  

 

 

 

 



例  会  日  誌  
 

*司 会 栗木悦郎さん 

*ＳＡＡ 佐藤重喜さん 

*ロータリーソング それでこそロータリー 

*ゲスト チャイルドラインうえだ 

運営委員長 小林 彰様 

事務局   茅野浩恵様 

 

 

【会長挨拶      小宮山陽一副会長】 

こんにちは 

この例会場はとても久しぶりです。申し訳

ありません。 

父が2月7日に亡くなり、それ以来初めてと

なります。 

昨年7月に両親が東京より丸子に引っ越して参り

ましたが、その直後から体調を崩しました。皆様

には不義理を致しましたが家族葬で行いました。

その際は クラブより過分なるご厚志を賜りあり

がとうございました。母は元気にしておりますの

で今後ともよろしくお願いいたします。 

 私が丸子ロータリーに入会したきっかけは38 

年前に開業した時、当時の栗木組の小泉さんにお

誘いを受けました。それも父を通してでした。父

も昔からロータリークラブのことはよく知ってい

たので入会がそこで決まったのです。おそらく自

分に直接お誘いがあったら今ここに立っているこ

とは無かったと思います。  

 父 文雄は 昭和４年 伊那市高遠で生まれ 

小中は松本で過ごし、大学から東京へ移り 卒業

後 日本橋馬喰町の繊維卸問屋に入りました。繊

維でも婦人物のレース問屋でした。高度経済成長

の東京で 百貨店や急成長スーパーとの取引など

で揉まれ その経験から 子供達へはいろいろな

教えを持っていました。  例を出しますと 

バイクは乗るな（自分が営業の時トラックの下

に入り込む事故で死にそうになった） 

海には行くな （社員が水死） 

山には登るな （社員が遭難捜索費で破産）   

麻雀はやるな（学生時代から自分が稼いでい

た・・おまえはカモにされる・・）      

相場 先物 信用買い はするな・・  

車は国産車 乗り潰すこと・・ 

資格を取れ 云々・・・ 昭和の極みでありま

すが、体験からの教訓として心の中に持っている

必要はあると思います。父 本人は 麻雀 ゴル

フ ドライブ と楽しみました。しかし、自分の

生活スタイルに合わなくなる時期には未練なく

すっぱりとやめました。そこがすごいところだと

感心しております。 

去年まで 健康で 血液検査で異常なし 歯も全

部そろっている 入れ歯無しでした。  

しかし 嚥下障害が急速に進行し 体力が落ちて

いきました。歯科医として、嚥下障害で父を亡く

した事は やはり忸怩たる想いです。と同時に咀

嚼嚥下という人の一番の基本の部分の大切さをあ

らためて思い知らされました。 

父も丸子ロータリークラブの過去の行事にも何回

か参加させて頂きました。ありがとうございまし

た。  

 さて、先月の日曜日にはPETSにて 地区への拠

出金２４００円値上げという審議事項があり、 

３月２８日臨時理事会を開きまして丸子クラブと

しては反対の意向を示しました。 この点につき

ましては奥寺会長エレクトより後日詳しくご説明

頂きたいと思いますのでよろしくお願いいたしま

す。 

【幹事報告        小池功二幹事】 

今週の着信 

・第2600地区より 

  「台湾東部地震」義援金対応について 

  地区研修・協議会出席の礼状送付 

・東信第一、第二ガバナー補佐より 

  ＩＭ・会員セミナーのＤＶＤ送付 

今週のメール配信 

 会報第2847号、№2848号 

 次年度役員・理事・委員会名簿 

【出席報告」 

会員数    40名（内女性会員7名） 

出席免除者  12名 

本日の出席者 17名（内出席免除者の出席4名） 

本日のラッキー賞  

 服部正さん 

「ありがとうございました。 

  旬のイチゴいただきました」 

【にこにこＢＯＸ報告】 

「求人詐欺にあいました。皆さん気を付けてくだ

さい。」             服部正さん 

「桜がきれいに咲いていますね。」大森美和さん 

「チャイルドラインうえだの皆様ようこそ。 

 卓話よろしくお願いします。」 

田中利幸さん、小池功二さん、佐藤重喜さん 

内堀敏高さん、小宮山陽一さん、宮本伸司さん 

長島三夫さん、河野正美さん、栗木悦郎さん 

掛川浩邦さん、奥寺浩司さん、山浦智城さん 

斎藤加代美さん、河西満正さん、井澤秀一さん 

    本日の喜投額    23,000円 

    今年度累計額   596,200円 

【委員会報告】 

・奥寺会長エレクトより 

  田中会長よりお話が出ました地区会費値上げ 

  につきましては、5月PETS及び地区研修・協 

  議会の報告の際ご説明させていただきますの 

  で、ご了承ください。 

    


